
仙台市介護保険審議会 地域包括支援センター運営委員会 

（第９期計画期間 第７回会議）議事録 

 

日時：令和８年２月５日（木）16：30～17：00 

場所：仙台市役所本庁舎８階第５委員会室 

 

〈出席者〉 

【委員】 

橋本治子委員長、鹿野英生委員、狩野クラ子委員、久米大介委員、駒井伸也委員、佐々木

心委員、鈴木徳子、高橋順子委員、鶴田弥生委員 以上９名、五十音順 

 

【仙台市職員】庄子保険高齢部参事兼地域包括ケア推進課長、小笠原高齢企画課長、松田

介護保険課長、大友介護事業支援課長、峯岸地域包括ケア推進課地域包括支援係長、松本

地域包括ケア推進課介護・フレイル予防推進係長、青栁高齢企画課在宅支援係長、関介護

保険課管理係長 

 

〈議事等要旨〉 

１ 開会 

・ 会議公開の確認→異議なし 

・ 議事録署名委員につい駒井委員に依頼→駒井委員了承 

 

２ 報告 

（１）令和７年度事業評価Ⅰ全国平均との比較について 

庄子保険高齢部参事兼地域包括ケア推進課長から報告。 

  

 【質疑応答】 

  なし 

 

（２）令和８年度地域包括支援センター職員の配置について 

庄子保険高齢部参事兼地域包括ケア推進課長から報告。 

 

【質疑応答】 

 なし 

 

 

 

 



３ 議事 

（１）令和８年度 地域包括支援センター運営方針及び業務水準表について 

鶴田委員 ・共生社会をつくるための地域包括システムの構築や、地域包括支

援センターの役割や活動といったものがイメージできた。専門職に

任せっきりではなく、私達自身も地域住民として参画する意識が大

事なのかなと思ったところ。 

・地域包括支援センター業務サポートシステムは全包括で活用して

いるのか。 

・地域課題とは具体的にどのような内容か、どのように抽出されて

いるのか。 

 

庄子参事 ・業務サポートシステムは、全 53 地域包括支援センターで活用し

ている。 

・地域課題の抽出は、介護予防の問題に加えて、総合相談で多く寄

せられた課題について、個別ケア会議、包括圏域会議を通じて検討

を行っている。 

課題の具体例として、8050 問題、認知症独居高齢者への支援、生

活支援が様々な意味で必要な方をどう支えていくか、市営住宅に単

身高齢者が多く地域の見守り機能が働きにくい状況や町内会未加入

マンションなど、地域活動との接点がない高齢者への支援などがあ

る。 

・これまで地域課題の体系的報告は行ってこなかったが、次年度の

介護保険審議会にて課題を集積したものをまとめて報告予定。 

 

駒井委員 ICT の活用や、アクティブシニア・ボランティアポイント制度（ボ

ラポ）について、デジタルデバイドの解消に向けた支援を取り組ん

でいくということだが、具体的にどのような取り組みをしていくの

か。 

 

庄子参事 ・昨年度末、全包括へ専用タブレットを配布し、フレイルチェック

システムを実装。本人の状態把握に役立つだけでなく、地区全体の

傾向分析も可能。 

・アクティブシニア・ボランティアポイント制度については、65

歳以上の高齢者が介護・フレイル予防や地域福祉活動、ボランティ

アなどを行った際にポイントが付与され、そのポイントを加盟店で

使える仕組み。「いぐすペイ」というアプリを利用してポイントを



貯めたり使ったりするという方法で始め、今年度はモデル事業だ

が、次年度も継続できるよう議会なども含めて調整を行っている。

アプリの利用ということで、デジタルデバイドの解消にも繋がって

おり、できない方への支援について、地域包括支援センターと連携

したり、スマホ教室などの案内を行っている。実際にアプリを利用

している例として、メンバー全員が 80代以上でリーダーは 90歳と

いう介護予防自主グループにおいて、ポイント付与の楽しさやアプ

リへの興味から、参加者が 18名位だったのが 10人位増えたという

話もあった。 

・介護・フレイル予防と、デジタルデバイドの解消の相乗効果をね

らって、アクティブシニア・ボランティアポイント制度を推進して

いきたいと考えている。 

 

 

 

４ その他 

【質疑応答】 

なし 

 

５ 閉会 

 


